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1920 年代のハルビンにおけるオペラ文化の様相
――ロシア語の公刊資料を手がかりに――
Aspects of Operatic Culture in Harbin in the 1920s:




culture	was	perpetuated	by	 the	White	Russians	who	 fled	 their	country	during	 the	Russian	






in	1917.	 In	the	 late	1920s,	when	the	USSR	assumed	control	of	 the	CER,	 the	USSR	provided	










ンのロシア人の数は、年を追うごとに増え、1913 年には、総人口約 6 万 9 千人のうち、およそ 6






























人物である。この記事は、『生活ニュース』紙に 1927 年に掲載された記事の抜粋である 7。チェ





















　1910 年代後半から 20 年代にかけては、革命によって祖国を去った人々がハルビンに押し寄せ
たことで、ハルビンの劇場生活にも変化が現れた。チェルニャーフスキーは、ヴァルシャーフスキー
Я. 　А. 　Варшавский	という人物によって、1923 年に室内劇場が組織され、才能ある俳優が育成




































1920 ～ 55 年のハルビンの音楽生活全般について書かれている。ここでは、おもに 1920 ～ 30 年
代のオペラを含む音楽生活についてみていく。




テルЭммануил　Меттер とスルツキーСлуцкий 率いる交響楽団と、ヴィンチВинчи が指揮する
吹奏楽が演奏した。秋から冬にかけては、オペラやオペレッタ、演劇が上演され、第 1 ヴァイオ







はじめとして、700 ～ 800 人収容の商業会館と、コンサートホールとホワイトホールという 2 つ
のホールを擁する「モデルン」劇場（コンサートホールは千人以上収容）があり、いずれの劇場も
素晴らしい音響設備をもっていたという（Таскина		1998:	137）。シドロフのこれらの記述からは、











～ 29 年には、「中東鉄道付属ロシア・オペラРусская　опера 　при　Китайской　Восточно
й　железной　дороге	」と称する歌劇団が、客演奏者らによって組織され、活動したとしている。
この歌劇団は、ソ連のテノール歌手のレメシェフСергей　Яковлевич　Лемешев（1902-1977）
らをメンバーとして、ポゼンЯ.　А.　Позен とパゾフスキーА.　М.　Пазовский の 2 人の指揮者が
率いていた。残念ながら、シドロフは、「中東鉄道付属ロシア・オペラ」についてこれ以上の説明
をしていないため、これがどのような団体であり、どのような活動をしたのかは分からない。しか
しながら、1927 ～ 29 年という時期は、タスキナが述べていたハルビンのオペラ文化の開花期に
まさに一致することから、やはりその背景には、ソ連側の強い働きかけがあったことがうかがえる。





















музыкальный　техникум に入学した。編者のタスキナは、同校が 1929 年にハルビンに創
立されたソ連市民のための音楽専門学校であったことや、このほかに、1920 年代のハルビンには、























































































































シキ》っていうのをやる。日本語に訳すと “ 小鬼 ” っていう意味で、おとぎ話みたいなものね。
































　入場料は、2 ドル 50 セントくらいじゃなかったかなあ、哈大洋でね。哈大洋っていうのは
向こうのお金の単位。だから日本円にすると半値くらいね、1 円 50 銭くらいかしら。決して















































































2		ロシア人の移住のピークは、1920 年代であり、その後は徐々に減少していった。1929 年には、総人口 16万 670 人のうち、
ロシア人は 5万 7千人（白系ロシア人 26,759 人、ソ連人 30,362 人）となり（その他は、中国人 97,776 人、他民族多数）、
満州国時代の 1934 年には、総人口約 41万 8千人のうち、5万 4千人（白系ロシア人 2万 9千人、ソ連人 2万 5千人）となっ
た（Bakich	2002:	2）。







ざまな研究書が続々と刊行されている（たとえば、ハルビンに関する最新の書誌目録の 1つである Bakich	2002 には、	“Harbin.	
Art	and	Literature”	という項目があり、252 の文献が掲載されている）。ハルビンの音楽やオペラ文化に焦点をあてたものは
見当たらないものの、ハルビンの文化研究は、総じて活発に行なわれているといえる。Таскина 1998 もその 1つである。
5		Е. 　П.　Таскина.　(Сост.　.,　предисл.　и　коммент)　1998.　Русский　Харбин.　 М. 
6		オペラに関しては、「劇場と音楽のハルビン」のなかで扱われている（Таскина 1998	:	125-202）。そこには、音楽家ら 8
名の回想記と、18編の手紙、記事、評論が掲載されており、ハルビンの音楽やオペラ文化に関する貴重な情報が含まれている。

















16 この記事は、以下に邦訳がある。В .	В .	ベロウソヴァ　2012　「私の人生と音楽」　生田美智子監訳　ハルビン・ウラジオ
ストクを語る会編『セーヴェル』　28:	79-86.
17 この人物は、サンクトペテルブルグ音楽院を卒業後、イルクーツク、ハバロフスク、ウラジオストク、ハルビンで指揮者を




С.　Коренева	の「オペレッタ」と題する記事には、ハルビンでは、1900 ～ 50 年代の長きにわたってオペレッタが上演さ
れていたことや、オペレッタが上演されていた主要劇場の様子などについて書かれている（Таскина	1998	:	181-184）。また、
マルキゾフЛ.　П.　Маркизов の「ハルビンのオペラの指揮者」では、カプルン＝ウラジーミルスキーの生涯を紹介し










24『帝劇』1926 年 10 月号には、「今回来演の大歌劇団に対しては本国芸術局（ラビス）の依頼により、露西亜大使館で色々
と斡旋後援されてゐますが、今度こそは世界中どこへもつて行つても少しも恥しくない、優秀な大歌劇を日本の音楽歌劇愛
好者に御覧に供することが出来るつもりであります」（帝劇	1926,	10	:	2）と書かれている。また、『音楽新潮』1927 年 5月
号の「ロシア大歌劇団再来演」という記事には、次のように書かれている。「昨秋来朝非常なセンセーションを楽壇に惹起し
たロシア大歌劇団が再び来朝四月二十六日から五月五日まで十日間帝劇で十二回の上演をする。一行は昨年と同様ロシア労
農政府直属のラビスの斡旋によりモスクワ、レニングラードの国立劇場から選抜された多数の歌手から成つてゐる。」（音楽
新潮	1927,	5	:	60）
25かつてマリインスキー劇場で指揮者を務めており、その後ハルビンに移住し、鉄道倶楽部で指揮者を務めた。さらに、後年には、
上海工部局交響楽団の指揮者となった（榎本	2006	:	204）。
26「ロシア歌劇団」公演については、多くの新聞に批評が掲載されたが、『帝劇』1927 年 6月号に、15紙の新聞評が転載され
ている（帝劇	1927,	6	:	50-59）。
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